
 

【ニュースリリース】 

2026 年 10 月 27 日（火） 計 5 枚 

株式会社スペースシフト 

 

スペースシフト、 

農林水産省「農山漁村振興への貢献活動に係る取組証明書」を取得 

「AI×『農山漁村』インパクト創出ソリューション実装プログラム」に採択 

～衛星データ×AI による農地の現地確認効率化を全国の自治体へ～ 

 

株式会社スペースシフト（本社：東京都千代田区、代表取締役：金本成生、以下「スペースシフト」）

は、衛星データと AI を活用した農地パトロール（農地利用状況調査）業務の効率化に関する取組につ

いて、農林水産省の「農山漁村振興への貢献活動に係る取組証明書」（以下「取組証明書」）を取得

しました。また、当社のソリューション「SateAIs™（サテアイズ）遊休農地探索 AI」を活用した「農

地パトロール効率化による自治体負担軽減」が、同省の「AI×『農山漁村』インパクト創出ソリュー

ション実装プログラム」（以下「本プログラム」）に採択されました。 

2026 年 10 月 23 日（金）には、農林水産省で開催された授与式において当社代表取締役の金本成生が

取組証明書を授与されたほか、同日の「農山漁村」経済・生活環境創生プラットフォーム第 4回シンポ

ジウムにおいて、本プログラムの採択企業として当社が紹介されました。 

当社はこれを契機に、自治体との連携を強化し、遊休農地の調査をはじめとする農地の現地確認業務

の効率化と、全国への普及・展開を目指します。 

 

■ 農林水産省「農山漁村振興への貢献活動に係る取組証明書」の取得 

取組証明書は、企業等による農山漁村の課題解決に向けた継続的な取組を農林水産省が証明する制度

です。今回、広島県福山市で 2023 年 11 月から進めてきた、衛星データと AI による遊休農地候補の抽

出および農地パトロールの効率化に関する取組について、取組証明書を取得しました。 

 

【今回の取組証明書の概要】 

 取組名：衛星データと AI を活用した農地の現地確認効率化 

 実施地域：広島県福山市 

 取組期間：2023 年 11 月～ 

・農林水産省「農山漁村振興への貢献活動に係る取組証明書」：

https://www.maff.go.jp/j/nousin/kanmin_kyousou/panels/torikumi_certificate.html 

 



 

 
（図）取組証明書ロゴマーク 

 

（写真）取組証明書授与式の様子（2026 年 10 月 23 日、農林水産省）。藤木農林水産副大臣より取組

証明書を授与 

 

 

 

 

 

■ 取組内容 

農地パトロール等の現地確認業務では、調査を担う農業委員や職員が限られる中、管内の全農地を毎

年確認する負担が課題となっています。 

本取組では、光学衛星や SAR（合成開口レーダー）衛星のデータを当社独自の AI で解析し、現地確認

が必要な農地を事前に絞り込むことで、効率的な現地確認を支援します。 

解析は自治体が保有する農地データをもとに当社が行うため、自治体が衛星データを調達する必要は

ありません。解析結果は既存の業務システムでも活用でき、小規模なトライアルから段階的に導入い

ただけます。 

現在、広島県、千葉県、山形県、山梨県、愛知県、神奈川県、和歌山県内の市町村で実証・利用が進



 

んでいます。 

 

・令和 8 年度 取組証明書取得企業一覧ならびに当社取組証明書（農林水産省）：

https://www.maff.go.jp/j/nousin/kanmin_kyousou/panels/attach/pdf/torikumi_certificate-16.pdf 

r8_shutoku-11.pdf 

 

 

■ 「AI×『農山漁村』インパクト創出ソリューション実装プログラム」への採択 

本プログラムは、AI を活用して農山漁村の課題解決を図る取組を全国から選定し、関係企業や農家・

自治体等とのマッチング支援、現場実装に係る人件費等の支援を通じて、現場への実装を進める農林

水産省の取組です。 

採択された当社ソリューションは、農地ごとの植生・地表面の時系列変化から遊休農地の可能性を 10

段階で評価するもので、評価結果に応じて現地確認の優先順位を付けられる点が特長です。 

当社は本プログラムを通じて自治体等とのマッチングを進め、本ソリューションの実装を目指します。 

 

（写真）「農山漁村」経済・生活環境創生プラットフォーム第 4 回シンポジウムの様子（2026 年 10

月 23 日、農林水産省） 

 

 

・農林水産省「AI×『農山漁

村』インパクト創出ソリュー

ション実装プログラム」：

https://www.maff.go.jp/j/nousin/kanmin_kyousou/matchmaking/ai_solution.html 

 

■ 今後の展開 

今後は、各地域での運用実績をもとに解析精度や利便性を高めるとともに、農地パトロールにとどま

らず、農地に関わるさまざまな制度の現地確認業務へと活用の幅を広げ、全国の自治体への展開を目

指します。 

 

■ 代表コメント 

https://www.maff.go.jp/j/nousin/kanmin_kyousou/panels/attach/pdf/torikumi_certificate-16.pdf
https://www.maff.go.jp/j/nousin/kanmin_kyousou/panels/torikumi_certificate/attach/pdf/r8_shutoku-11.pdf
https://www.maff.go.jp/j/nousin/kanmin_kyousou/matchmaking/ai_solution.html


 

株式会社スペースシフト 代表取締役 金本成生 

「このたび、これまで自治体の皆さまとともに進めてきた取組について農林水産省の取組証明書を取

得するとともに、「AI×『農山漁村』インパクト創出ソリューション実装プログラム」に採択いただ

きました。関係者の皆さまに心より感謝申し上げます。今後も衛星データと AI の強みを活かして農地

管理における現場の負担を軽減するとともに、自治体の皆さまと連携しながら、全国で活用されるソ

リューションへと発展させてまいります。」 

 

■ SateAIs™について 

「SateAIs™（サテアイズ）」は、SAR衛星・光学衛星のデータをAIで解析する、スペースシフトの衛

星データ解析ブランドです。「遊休農地探索 AI」は、SateAIs™が提供する農業分野向けソリューショ

ンの一つで、遊休農地候補の抽出や現地確認対象の絞り込みを支援します。 

・サービスページ：https://sateais.com/ 

 

【スペースシフトについて】 

株式会社スペースシフトは、SAR 衛星・光学衛星のデータを AI で解析し、防災、インフラ管理、農業、

都市開発、海洋監視など幅広い分野で、地上の変化やリスクの可視化に取り組む衛星データ解析企業

です。 

 

【会社概要】 

会社名：株式会社スペースシフト（英文表記：Space Shift, Inc.） 

代表者：代表取締役 金本成生 

本社所在地：東京都千代田区大手町 1-6-1 大手町ビル 6 階 

設立：2009 年 12 月 11 日 

資本金：703,990,750 円（資本準備金含む） 

URL：https://www.spcsft.com/ 

 

■ 本件に関するお問い合わせ 

株式会社スペースシフト （担当：糸井・真島） 

お問い合わせ：https://share.hsforms.com/1-fFRnQR2QwW3c-zOTCAanQ5m0z8 

E メール：pr@spcsft.com  

https://sateais.com/
https://share.hsforms.com/1-fFRnQR2QwW3c-zOTCAanQ5m0z8
mailto:pr@spcsft.com

